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「
食
品
等
の
流
通
の
合
理

化
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関

す
る
法
律
及
び
卸
売
市
場
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

が
６
月
１１
日
、
成
立
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
「
食
品
等
の
持

続
的
な
供
給
を
実
現
す
る
た

め
の
食
品
等
事
業
者
に
よ
る

事
業
活
動
の
促
進
及
び
食
品

等
の
取
引
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
」
（
食
料
シ
ス
テ
ム

法
）
に
基
づ
き
、
合
理
的
な

生
産
費
用
を
考
慮
し
た
価
格

形
成
等
に
よ
り
、
食
料
の
持

続
的
な
供
給
が
で
き
る
食
料

シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
。

今
回
の
改
正
で
は
、
価
格

交
渉
に
誠
実
に
臨
む
よ
う
、

全
品
目
の
売
り
手
と
買
い
手

の
努
力
義
務
を
明
確
に
し
、

取
り
組
み
が
不
十
分
な
事
業

者
等
に
対
し
て
は
、
国
が
指

導
や
勧
告
な
ど
を
行
う
（
図

参
照
）
。

ま
た
、
省
令
で
定
め
る
国

指
定
の
品
目
（
米
・
野
菜
・

牛
乳
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
）

に
つ
い
て
は
、
売
り
手
が
価

格
転
嫁
の
根
拠
と
な
る
コ
ス

ト
指
標
を
作
成
す
る
。
コ
ス

ト
指
標
を
作
成
す
る
団
体

は
、
生
産
か
ら
小
売
り
ま
で

の
意
見
を
く
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
作
成
団
体
と
し
て
国

が
認
定
す
る
。
指
標
は
公
表

が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

国
の
指
導
や
勧
告
に
つ
い

て
は
、
農
水
大
臣
が
努
力
義

務
に
対
応
し
た「
行
動
規
範
」

（
判
断
基
準
）
を
省
令
で
明

確
化
す
る
。
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
が
不
十
分
な
場
合
、
公

正
取
引
委
員
会
へ
の
通
知
な

ど
も
行
う
。

こ
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
に

関
す
る
地
方
説
明
会
が
７
〜

８
月
に
か
け
て
各
地
で
開
催

さ
れ
、
「
経
営
規
模
に
よ
り

コ
ス
ト
指
標
の
値
が
変
わ
る

が
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き

か
」
な
ど
の
質
問
が
多
数
寄

せ
ら
れ
た
。

卸
売
市
場
法
も
改
正
さ

れ
、
指
定
品
目
や
コ
ス
ト
指

標
等
の
公
表
を
市
場
開
設
者

に
求
め
て
い
る
。

農
水
省
は
、
来
年
４
月
の

全
面
施
行
に
向
け
、
指
標
の

詳
細
な
ど
、
様
々
な
課
題
に

つ
い
て
詰
め
て
い
く
。

７６
年
（
昭
和
５１
）
年
に
放

送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ

「
雲
の
じ
ゅ
う
た
ん
」
の
モ

デ
ル
・
西
﨑
キ
ク
さ
ん
（
旧

姓
：
松
本
）
は
、
戦
後
開
拓

農
家
で
あ
る
。

８
月
１
日
〜
１０
月
２９
日
ま

で
埼
玉
県
上
里
町
立
図
書
館

・
郷
土
資
料
館
で
開
催
さ
れ

て
い
る
「
西
﨑
キ
ク
と
埼
玉

県
の
女
性
偉
人
た
ち
」
展
で

は
、
埼
玉
県
出
身
の
女
性
の

３
名
の
偉
業
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

◇
キ
ク
さ
ん
の
最
初
の
職

業
は
小
学
校
の
教
員
。
引
率

先
で
偶
然
、
飛
行
機
の
テ
ス

ト
フ
ラ
イ
ト
に
遭
遇
。
そ
の

後
、
幼
少
期
か
ら
の
夢
だ
っ

た
、
東
京
の
第
一
飛
行
学
校

へ
入
学
。
愛
知
県
の
安
藤
飛

行
機
研
究
所
へ
も
転
入
し
、

３３
（
昭
和
８
）
年
、
日
本
人

女
性
初
の
水
上
飛
行
機
の
二

等
飛
行
機
操
縦
士
免
許
を
取

得
し
た
。

◇
操
縦
免
許
を
取
得
し
た

キ
ク
さ
ん
は
、
「
郷
土
訪
問

飛
行
」
を
行
っ
た
。
ま
た
、

翌
年
に
は「
満
州
親
善
飛
行
」

を
計
画
し
「
白
菊
号
（
複
葉

偵
察
機
サ
ル
ム
ソ
ン
２
Ａ

２
）
」
に
搭
乗
し
て
、
一
度

は
途
中
不
時
着
す
る
も
、
目

的
地
満
州
国
へ
到
着
。
日
本

人
女
性
初
の
海
外
飛

行
の
偉
業
を
成
し
遂

げ
た
。
そ
の
功
績
か

ら
、
国
際
航
空
連
盟

よ
り
「
ハ
ー
モ
ン
・

ト
ロ
フ
ィ
ー
賞
」
が

贈
ら
れ
、
後
に
は
終

身
会
員
賞
を
受
賞
し

た
。◇

開
戦
に
よ
り
、

飛
行
機
が
自
由
に
往

来
で
き
な
く
な
っ
た

た
め
、
飛
行
士
と
し
て
の
キ

ャ
リ
ア
を
断
念
。
満
蒙
開
拓

団
に
参
加
し
、
家
族
と
の
死

別
な
ど
数
多
の
困
難
の
中
、

故
郷
に
帰
国
。
教
員
を
し
な

が
ら
、
４８
（
昭
和
２３
）
年
、

七
本
木
村
（
現
在
の
上
里
町

大
字
七
本
木
）
に
戦
後
開
拓

と
し
て
入
植
し
た
。

様
々
な
作
物
に
挑
戦
し
、

大
根
、
白
菜
、
ス
イ
カ
、
メ

ロ
ン
な
ど
を
栽
培
。
酸
性
土

壌
で
上
手
く
育
た
な
い
中
、

様
々
な
工
夫
で
困
難
を
乗
り

越
え
た
。
６１
（
昭
和
３６
）
年

に
は
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め

た
論
文
「
酸
性
土
壌
に
生
き

る
」
を
発
表
。
ス
イ
カ
と
大

根
は
彼
女
が
所
属
し
た
児
玉

開
拓
団
出
荷
組
合
の
ラ
ベ
ル

に
も
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

７
月
２４
日
、
全
開
連
西
日

本
支
所
に
お
い
て
㈱
一
ノ
瀬

畜
産
主
催
の
「
タ
イ
向
け
佐

賀
和
牛
初
輸
出
出
発
式
」
が

行
わ
れ
た
。
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー

ト
㈱
を
通
じ
て
、
新
工
場
か

ら
佐
賀
和
牛
を
輸
出
す
る
の

は
今
日
が
初
め
て
。

今
回
は
、
佐
賀

県
開
拓
畜
産
事
業

協
同
組
合
が
全
開

連
に
出
荷
し
た
、

佐
賀
県
産
和
牛

「
和
牛
び
よ
り
」

８
頭
フ
ル
セ
ッ
ト

を
㈱
一
ノ
瀬
畜
産

が
購
入
し
、
そ
れ

を
㈱
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｙ
Ｕ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
が

タ
イ
に
輸
出
す

る
。

ま
た
、
こ
の
ほ
ど
佐
賀
和

牛
の
海
外
で
の
差
別
化
や
供

給
価
格
の
安
定
化
、
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
立
し
た
日

本
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
た
め

「
佐
賀
和
牛
輸
出
協
議
会
」

が
発
足
。

ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱
に
と

っ
て
も
、
２３
年
９
月
に
新
工

場
が
稼
働
し
て
以
来
、
海
外

向
け
輸
出
が
再
開
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

南
村
社
長
は
挨
拶
で
「
我

が
社
に
と
っ
て
も
新
し
い
出

発
で
、今
後
は
マ
レ
ー
シ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
中
東
諸
国

な
ど
へ
の
輸
出
認
証
を
取
得

し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
が
タ

イ
に
向
け
て
出
発
し
た
。

尾
瀬
国
立
公
園
は
、
群
馬

・
福
島
・
栃
木
・
新
潟
の
４

県
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
本

州
最
大
の
高
層
湿
原
で
あ
る

尾
瀬
ヶ
原
や
周
辺
の
山
々
が

織
り
な
す
美
し
い
風
景
が
特

徴
だ
。
代
表
的
な
ミ
ズ
バ
シ

ョ
ウ
を
は
じ
め
、
季
節
ご
と

に
多
く
の
動
植
物
が
見
ら
れ

る
。ち
な
み
に
、ミ
ズ
バ
シ
ョ

ウ
の
見
頃
は
５
月
末
か
ら
６

月
上
旬
頃
で
、
歌
通
り
の
夏

で
は
な
い
の
で
ご
注
意
を
。

写
真
は
、尾
瀬
ヶ
原（
群
馬

県
片
品
村
）
の
湿
地
と
東
北

ひ
う
ち
が
た
け

地
方
最
高
峰
の
燧
ヶ
岳
（
福

島
県
）
の
様
子
。
周
辺
に
は

戦
後
開
拓
地
が
存
在
し
て
い

る
。
い
ま
は
夏
真
っ
盛
り
の

山
滴
る
尾
瀬
、
９
月
に
は
紅

葉
が
始
ま
り
、
秋
の
気
配
が

近
づ
い
て
く
る
。
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「夏が来れば思い出す」はるかな尾瀬

食
料
シ
ス
テ
ム
法
で
コ
ス
ト
を
明
確
に

日
本
初
の
女
性
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
開
拓
者

日
本
初
の
女
性
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
開
拓
者

ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱
輸
出
再
開

西
﨑
キ
ク
と
埼
玉
県
の
女
性
偉
人
た
ち

西
﨑
キ
ク
と
埼
玉
県
の
女
性
偉
人
た
ち

佐
賀「
和
牛
び
よ
り
」が
タ
イ
へ

・「食料・農業知っておきたい話」―１４７回―（２面）
・飼料物価指数 １３５超が３年以上 （３面）
・日本三大開拓地で小学生交流（宮崎） （４面）
・勝間田開拓茶農協が展示会出展（東京）（５面）
・「四変」の対処方法 （６面）
・２５年畜産統計（農水省） （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

上：サルムソン機の翼上に立つキク氏
下：展示会の様子。中央は飛行機模型
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農
水
省
は
８
月
４
日
、
２５

年
上
半
期
（
１
〜
６
月
）
に

お
け
る
農
林
水
産
物
・
食
品

の
輸
出
実
績
に
つ
い
て
公
表

し
た
。
農
産
物
（
加
工
食
品

含
む
）
輸
出
額
は
前
年
同
期

比
１４
・
４
％
増
の
５
２
３
１

億
円
と
な
っ
た
（
表
）
。

品
目
別
で
は
、
緑
茶
が
同

６５
・
３
％
増
の
２
６
３
億
円

と
、
前
年
よ
り
大
き
な
伸
び

を
示
し
た
。
こ
れ
は
、
欧
米

で
の
日
本
食
ブ
ー
ム
が
続
い

て
い
る
こ
と
や
、
ス
イ
ー
ツ

等
の
原
料
に
な
る
抹
茶
を
含

む
粉
末
状
茶
を
中
心
に
増
加

し
た
と
み
ら
れ
る
。

米
も
日
本
食
へ
の
人
気
や

単
価
上
昇
に
よ
り
同
２２
・
６

％
増
の
６８
億
と
な
っ
た
。

畜
産
で
は
、
牛
肉
が
同
１５

・
５
％
増
の
３
２
６
億
円
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
台
湾
、

タ
イ
向
け
が
外
食
や
小
売
り

を
中
心
に
、
新
規
開
拓
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
増
加
と
み
ら

れ
る
。

豚
肉
は
、
前
年
は
減
少
だ

っ
た
が
、
今
期
は
同
２８
・
３

％
の
増
加
と
な
っ
た
。

牛
乳
・
乳
製
品
で
は
、
ベ

ト
ナ
ム
向
け
が
減
少
し
た
こ

と
も
あ
り
、
同
１
・
２
％
減

と
な
っ
て
い
る
。

果
実
で
は
、
リ
ン
ゴ
と
カ

ン
キ
ツ
系
が
そ
れ
ぞ
れ
同
２７

・
６
％
減
、
１８
・
０
％
減
と

な
っ
た
。
リ
ン
ゴ
は
、
台
湾
、

香
港
向
け
春
節
用
が
前
年
１２

月
に
多
く
出
荷
さ
れ
た
こ
と

が
要
因
と
み
ら
れ
る
。

農
林
水
産
物
・
食
品
全
体

と
し
て
は
、
同
１５
・
５
％
増

の
８
０
９
７
億
円
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
中
国
及
び
香

港
向
け
の
水
産
物
輸
出
が
激

減
し
て
い
た
が
、
ホ
タ
テ
が

米
国
や
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
等

向
け
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ

と
が
一
因
と
な
っ
た
。

国
・
地
域
別
の
輸
出
額
で

は
、
前
年
と
同
じ
く
、
米
国

が
同
２２
・
０
％
増
の
１
４
１

０
億
円
と
最
も
多
か
っ
た
。

今
年
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に

よ
る
関
税
政
策
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
た
が
、
日
本
食
の
人

気
が
継
続
し
て
お
り
、ま
た
、

ホ
タ
テ
の
急
伸
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
日
米
関
税
交
渉

で
は
、
米
国
が
日
本
に
課
す

関
税
が
現
在
１５
％
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
の
輸
出
状
況
が

注
目
さ
れ
る
。

ト
ラ
ン
プ
関
税
に
対
処
し

た
日
米
交
渉
の
結
果
に
つ
い

て
、
よ
く
頑
張
っ
た
と
の
評

価
も
あ
る
が
、
冷
静
に
見
て

お
く
必
要
が
あ
る
点
が
多

い
。★

輸
入
米
し
か
な
い

と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー

「
令
和
の
米
騒
動
」
へ
の

対
応
で
は
、
随
意
契
約
米
に

よ
る
価
格
破
壊
を
進
め
る
一

方
で
、
稲
作
農
家
を
支
え
て

生
産
振
興
す
る
対
策
は
出
さ

れ
ず
に
、
生
産
現
場
の
不
安

を
放
置
し
た
ま
ま
、
備
蓄
米

も
使
い
果
た
し
、
次
は
輸
入

し
か
な
い
と
い
う
ス
ト
ー
リ

ー
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
か
の

よ
う
に
見
え
る
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
、
も

っ
と
コ
メ
を
輸
入
し
ろ
と
言

わ
れ
、
自
動
車
を
守
る
に
は

コ
メ
を
出
す
し
か
な
い
か
の

よ
う
に
、
譲
っ
て
は
な
ら
な

い
最
後
の
カ
ー
ド
で
あ
る
コ

メ
ま
で
が
差
し
出
さ
れ
る
ス

ト
ー
リ
ー
だ
。
「
盗
人
に
追

い
銭
」
外
交
で
、
す
べ
て
剥

ぎ
取
ら
れ
て
、
自
動
車
も
守

れ
な
く
な
る
の
は
目
に
見
え

て
い
た
。

す
で
に
、
主
食
用
の
輸
入

米
の
前
倒
し
投
入
だ
け
で
な

く
、
そ
の
他
の
輸
入
米
も
増

や
し
て
国
内
の
備
蓄
米
に
回

し
、
徹
底
的
に
国
内
市
場
を

ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
に
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
ほ
ぼ
使
い
果
た

し
た
備
蓄
米
は
、
本
来
、
国

産
の
新
米
で
補
充
す
る
の
が

当
た
り
前
で
、
そ
の
契
約
も

進
ん
で
い
た
の
に
、
そ
の
契

約
を
凍
結
し
て
、
輸
入
米
で

備
蓄
を
補
充
す
る
準
備
が
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

★
７
万
ｔ
ど
こ
ろ
か

２５
万
ｔ
増
に

ま
ず
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
約
束
し

た
米
国
か
ら
の
コ
メ
追
加
輸

入
枠
７
万
ｔ
に
つ
い
て
、
ト

ラ
ン
プ
氏
自
ら
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
離

脱
で
消
え
た
の
だ
か
ら
突
っ

ぱ
ね
れ
ば
よ
い
の
に
、
そ
れ

を
ど
う
実
現
す
る
か
、
必
死

に
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
７７
万
ｔ
（
最
低
輸
入
義

務
で
は
な
い
）
の
輸
入
枠
外

で
は
な
く
、枠
内
で
、米
国
米

の
輸
入
を
現
在
の「
密
約
」の

３５
万
ｔ
前
後
か
ら
７５
％
程
度

増
や
し
て
６０
万
ｔ
に
、
実
に

２５
万
ｔ
も
増
や
す
と
い
う
。

主
食
用
の
１０
万
ｔ
を
除
い

た
残
り
６７
万
ｔ
の
う
ち
６０
万

ｔ
が
米
国
産
と
い
う
異
常
な

「
差
別
待
遇
」
に
な
る
。
タ

イ
や
豪
州
や
中
国
な
ど
の
他

国
の
ア
ク
セ
ス
枠
は
７
万
ｔ

し
か
な
い
。

★
文
書
に
残
せ
な
い

「
密
約
」

し
か
も
、
当
初
か
ら
７７
万

ｔ
の
う
ち
約
半
分
の
３５
万
ｔ

前
後
は
米
国
か
ら
必
ず
買
う

と
約
束
し
て
い
た
が
、
多
国

間
の
約
束
の
中
に
、
米
国
だ

け
を
優
遇
す
る
約
束
は
Ｗ
Ｔ

Ｏ
違
反
に
な
る
の
で
、
文
書

に
も
残
さ
ず
、
「
そ
ん
な
約

束
は
な
い
」
と
頑
な
に
言
い

続
け
て
き
た
。

そ
の
「
密
約
」
３５
万
ｔ
へ

の
上
乗
せ
と
い
う
形
に
な

り
、
密
約
が
あ
っ
た
こ
と
も

白
日
の
下
に
さ
ら
さ
れ
た
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
違
反
の
２
国
間
合
意

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
文
書
に

残
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

★
国
産
米
に
影
響
が

な
い
わ
け
が
な
い

米
国
か
ら
の
輸
入
米
が
店

頭
に
並
ば
な
く
と
も
備
蓄
に

回
せ
ば
、
そ
の
分
、
国
産
米

が
備
蓄
に
回
せ
な
く
な
る
か

ら
、
国
産
の
主
食
米
市
場
を

圧
迫
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

ん
な
こ
と
を
し
て
い
た
ら
、

本
当
に
国
内
で
コ
メ
を
つ
く

る
農
家
は
い
な
く
な
る
。

た
だ
で
さ
え
、
こ
こ
５
年

で
コ
メ
を
作
る
人
は
い
な
く

な
る
と
い
う
地
域
が
続
出
し

て
い
る
中
で
、今
の
流
れ
は
、

そ
れ
を
一
気
に
加
速
し
て
し

ま
う
「
地
獄
」
へ
の
道
だ
。

★
拡
大
さ
れ
る「
尻

拭
い
」

さ
ら
に
、
第
一
次
ト
ラ
ン

プ
政
権
で
は
、
中
国
が
米
国

と
の
約
束
を
反
故
に
し
た
３

０
０
万
ｔ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

ま
で
「
尻
拭
い
」
で
買
わ
さ

れ
た
。
日
本
側
は
、
「
尻
拭

い
」
と
は
国
内
向
け
に
は
言

え
な
い
の
で
、
蛾
の
幼
虫
の

被
害
の
た
め
に
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
を
追
加
購
入
し
な
い
と
い

け
な
く
な
っ
た
、
と
虚
偽
の

説
明
を
展
開
し
た
。

今
回
は
、
最
初
か
ら
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
に
加
え
て
大
豆

も
「
尻
拭
い
」
で
買
う
こ
と

を
認
め
て
い
る
。
国
産
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
や
大
豆
の
増
産
方

針
に
背
く
こ
と
に
も
な
る
。

★
自
動
車
も
失
っ
た

加
え
て
、
自
動
車
に
つ
い

て
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
日
本
車
へ

の
２
・
５
％
の
関
税
を
撤
廃

す
る
約
束
に
な
っ
て
い
た
の

を
米
国
に
反
故
に
さ
れ
た

が
、
第
一
次
ト
ラ
ン
プ
政
権

の
２
国
間
交
渉
で
、
日
本
は

「
米
国
が
２
・
５
％
を
撤
廃

す
る
と
約
束
し
た
」
と
虚
偽

の
説
明
を
し
て
、
牛
肉
や
豚

肉
の
大
幅
な
関
税
削
減
を
行

う
二
国
間
協
定
を
国
会
承
認

し
た
。あ
と
で
、や
は
り
、
２

・
５
％
の
関
税
は
撤
廃
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
は
バ
レ
た
。

し
か
し
、
今
回
は
２
・
５

％
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
を
１５
％

ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
だ

か
ら
、
と
ん
で
も
な
い
失
敗

な
の
で
あ
り
、
２５
％
を
引
き

下
げ
て
も
ら
っ
て
よ
か
っ
た

と
言
っ
て
い
る
場
合
で
は
な

い
。
し
か
も
、「
何
で
も
差
し

出
す
か
ら
許
し
て
」
の
外
交

は
、
「
脅
せ
ば
日
本
は
も
っ

と
出
す
」
と
当
然
の
如
く
足

元
を
見
ら
れ
、
２５
％
を
ち
ら

つ
か
せ
て
、
脅
さ
れ
、
ゆ
す

ら
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

★
気
に
な
る
乳
製
品

前
回
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
で

の
日
米
貿
易
協
定
で
、
日
本

は
、
牛
肉
（
関
税
の
大
幅
引

下
げ
と
緊
急
輸
入
制
限
措
置

の
無
効
化
）
と
豚
肉
（
実
質

ゼ
ロ
関
税
）
を
譲
り
、
米
国

側
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
日
本
に
約
束

し
て
い
た
牛
肉
関
税
撤
廃
は

反
故
に
さ
れ
た
。

一
方
、
米
国
向
け
の
コ
メ

（
７
万
ｔ
）
と
乳
製
品
（
３

万
ｔ
程
度
）
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
輸
入

枠
の
実
施
は
見
送
ら
れ
た
。

コ
メ
は
民
主
党
地
盤
の
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
が
主
産
地
な

の
で
ト
ラ
ン
プ
氏
が
重
視
し

な
か
っ
た
と
の
見
方
も
あ
っ

た
が
、
米
国
の
コ
メ
と
酪
農

団
体
は
反
発
し
た
。

日
本
の
交
渉
責
任
者
は

「
自
動
車
交
渉
の
た
め
の
農

産
物
の
カ
ー
ド
は
ま
だ
あ

る
」
と
漏
ら
し
て
い
た
。
今

回
、
自
動
車
関
税
の
見
直
し

を
懇
願
す
る
た
め
の
、
前
回

の
積
み
残
し
分
で
生
贄
リ
ス

ト
に
残
る
目
玉
は
コ
メ
と
乳

製
品
だ
と
思
わ
れ
た
が
、
コ

メ
に
つ
い
て
は
大
幅
な
譲
歩

が
判
明
し
た
が
、
乳
製
品
に

つ
い
て
は
、
ど
う
な
っ
た
の

か
。
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

第147回

総
務
省
は
８
月
６
日
、
住

民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
２５
年

１
月
１
日
現
在
の
人
口
を
発

表
し
た
。

日
本
人
の
人
口
は
１
億
２

０
６
５
万
人
で
、
前
年
よ
り

約
９１
万
人
（
０
・
７５
％
）
の

減
少
と
な
っ
た
（
図
１
）
。

０９
年
の
１
億
２
７
０
８
万
人

を
ピ
ー
ク
に
減
少
が
続
い
て

お
り
、
今
年
で
１１
年
連
続
の

減
。
減
少
数
・
減
少
率
と
も

に
過
去
最
大
と
な
っ
た
。

出
生
者
数
も
減
少
傾
向
が

続
い
て
お
り
、
２４
年
は
６８
・

８
万
人
と
、
初
め
て
７０
万
人

を
割
る
こ
と
と
な
っ
た
。

反
対
に
、
死
亡
者
数
が
年

々
増
加
し
て
お
り
、
０５
年
に

逆
転
し
て
以
来
、
常
に
死
亡

者
数
が
出
生
者
数
を
上
回
っ

て
い
る
（
図
２
）
。

日
本
人
の
人
口
を
都
道
府

県
別
に
見
る
と
、
東
京
都
だ

け
が
２
年
連
続
で
増
加
し
て

い
る
が
、
他
の
４６
道
府
県
は

全
て
減
少
し
て
い
る
。
東
京

の
人
口
は
全
国
の
１１
％
を
占

め
て
お
り
、
一
極
集
中
が
顕

著
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、外
国
人
の
人
口
は
、

コ
ロ
ナ
禍
後
の
２３
年
以
降
増

加
し
て
お
り
、
２５
年
は
約
３

６
８
万
人
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
よ
り
３５
万
人
（
１０
・
７

％
）
増
と
な
っ
た
。

全
開
連
人
事

（
７
月
３１
日
付
）

退
職

門
脇
恵
太
（
東
日

本
支
所
東
京
事
業
所
）

（
８
月
１
日
付
）

▽
西
日
本
支
所
支
所
長
代

理
（
西
日
本
支
所
福
岡
事
業

所
支
所
長
代
理
）
田
中
駿
之

介
９
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

９
月

６
日

岩
手
花
平
農
協
乳
牛

共
進
会

８
日

全
開
連
理
事
会
・
監

事
会全

日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

１２
日

薩
州
開
拓
農
協
通
常

総
会

１９
日

九
州
開
拓
青
年
部
枝

肉
共
進
会
（
熊
本
）

２４
日

㈱
全
日
本
農
協
畜
産

公
社
臨
時
株
主
総
会

（
東
京
）

２５年上半期 農林水産物・食品 輸出額
前年同期比

９．４

１５．５

２８．３

▲１．２

２２．６

▲２７．６

２２．２

▲１８．０

６５．３

８．５

１４．４

１７．７

２０．１

１５．５

金額（百万円）

５４，３９４

３２，５７２

１，３３７

１５，７４８

６，７７５

４，７４０

５，３００

６２３

２６，２９５

２７８，４６８

５２３，１４３

３７，０８２

１９９，４４５

８０９，７００

品 目

畜産物

牛肉

豚肉

牛乳・乳製品

米

リンゴ

イチゴ

カンキツ

緑茶

加工食品

農産物計

林産物計

水産物計

農林水産物・食品計

日米関税交渉の評価で
見落とされている視点
日米関税交渉の評価で
見落とされている視点
東京大学大学院特任教授・名誉教授 鈴木宣弘氏

「盗人に追い銭」外交の
生贄はコメと乳製品 上

農
産
物
輸
出
額
１４
％
増

日
本
人
の
人
口
９１
万
人
減

２５
年
上
半
期

農
林
水
産
物
輸
出
実
績

総
務
省
外
国
人
は
３５
万
人
増

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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農
水
省
が
７
月
３０
日
に
公

表
し
た「
農
業
物
価
指
数（
２５

年
６
月
）
」
に
よ
る
と
、
農

業
生
産
資
材
価
格
指
数
（
２０

年
の
価
格
を
基
準
値
の
１
０

０
と
す
る
）
の
う
ち
、
畜
産

の
飼
料
の
価
格
指
数
は
１
３

８
・
９（
図
１
）で
、
実
に
、

２２
年
４
月
か
ら
３
年
以
上
に

わ
た
っ
て
１
３
５
を
超
え
た

動
き
と
な
っ
て
い
る
。

飼
料
の
価
格
指
数
は
、
２３

年
か
ら
緩
や
か
に
下
降
傾
向

で
は
あ
る
が
、
今
年
に
入
っ

て
か
ら
も
１
４
０
前
後
で
高

止
ま
っ
て
い
る
。
今
後
も
大

き
な
下
げ
は
見
込
め
な
い
。

農
業
生
産
資
材
全
体
の
指

数
で
も
、
１
２
０
〜
１
２
５

で
の
高
止
ま
り
が
２２
年
７
月

か
ら
３
年
近
く
続
い
て
い
る

（
図
２
）
。
６
月
は
１
２
３

・
８
で
、
前
年
同
月
比
で
は
、

素
畜
費
や
光
熱
動
力
、
肥
料

や
農
薬
代
等
、
多
く
が
上
昇

し
た
た
め
、
３
・
７
㌽
上
昇

し
た
。

対
し
て
、
農
産
物
価
格
指

数
の
う
ち
、
畜
産
の
枝
肉
価

格
に
つ
い
て
見
る
と
、
肉
用

牛
交
雑
種
価
格
指
数
は
１
０

０
〜
１
１
０
付
近
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
農
業
生
産
資
材

指
数
よ
り
低
い
推
移
と
な
っ

て
い
る
（
図
３
）
。

枝
肉
価
格
が
堅
調
な
肉
豚

で
も
、
指
数
が
１
２
０
を
超

え
た
の
は
昨
年
の
５
〜
９
月

に
限
ら
れ
て
お
り
、
飼
料
の

指
数
高
騰
に
は
遠
く
及
ば
な

い
（
図
４
）
。

一
昨
年
の
１２
月
ま
で
出
て

い
た
配
合
基
金
補
て
ん
金

も
、
価
格
が
高
止
ま
っ
て
い

る
の
で
、
昨
年
１
月
か
ら
１

度
も
発
動
さ
れ
て
い
な
い
。

飼
料
な
ど
資
材
費
高
騰
に
よ

る
畜
産
経
営
へ
の
圧
迫
は
、

昨
年
か
ら
何
も
改

善
さ
れ
て
は
い
な

い
。資

材
費
が
高
止

ま
っ
て
、
農
産
物

販
売
価
格
が
こ
れ

に
つ
い
て
行
け
て

い
な
い
た
め
、
基

準
年
の
２０
年
と
比

べ
て
利
益
が
大
幅

に
ダ
ウ
ン
す
る
の

は
明
ら
か
だ
。

配
合
基
金
制
度

の
改
革
も
、
販
売

価
格
の
形
成
も
、

い
ず
れ
も
先
延
ば

し
で
き
な
い
、
今

す
ぐ
に
対
処
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
、
最
重
要
な
課

題
だ
。

農
水
省
は
７
月
３０
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会

食
糧
部
会
を
開
催
し
た
が
、

毎
年
行
っ
て
い
た
、
向
こ
う

１
年
間
の
主
食
用
米
の
需
給

見
通
し
の
公
表
が
今
回
は
見

送
ら
れ
た
。
７
月
末
の
食
料

部
会
で
需
給
見
通
し
が
示
さ

れ
な
か
っ
た
の
は
初
め
て
。

今
年
５
月
の
基
本
指
針
で

示
さ
れ
た
２４
／
２５
年
の
主
食

用
米
等
の
需
給
見
通
し
で

は
、
需
要
量
は
６
７
４
万
ｔ

で
あ
っ
た
が
、
今
回
、
現
時

点
で
わ
か
っ
て
い
る
値
と
し

て
示
さ
れ
た
需
要
量
は
７
１

１
万
ｔ
で
、
３７
万
ｔ
多
く
な

っ
て
い
る
（
表
参
照
）
。
こ

の
数
量
は
、
調
査
で
確
定
し

た
２４
年
産
の
収
穫
量
と
、
民

間
在
庫
の
数
量
か
ら
試
算
さ

れ
た
も
の
だ
。

ま
た
、
同
省
が
示
し
た
現

時
点
で
わ
か
っ
て
い
る
値

で
、２５
年
産
米
の
生
産
量
を
、

６
月
末
時
点
の
作
付
け
意
向

調
査
を
基
に
、
７
３
５
万
ｔ

（
前
年
よ
り
５６
万
ｔ
増
）
と

見
通
し
て
い
る
。

同
審
議
会
の
委
員
か
ら
の

意
見
と
し
て
、
「
需
要
は
伸

び
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
が

こ
れ
ほ
ど
と
は
思
わ
な
か
っ

た
」
「
多
く
の
関
係
者
が
需

給
見
通
し
を
基
に
需
要
に
応

じ
た
生
産
を
し
て
い
る
の

で
、
早
く
出
し
て
欲
し
い
」

な
ど
の
意
見
が
出
た
。

同
省
は
、
大
幅
な
上
振
れ

は
２
年
連
続
で
、
需
要
量
の

見
通
し
が
実
態
と
の
差
が
生

じ
て
い
る
の
で
、
内
容
を
精

査
し
た
う
え
で
、
改
め
て
見

通
し
を
公
表
す
る
方
針
。

農
水
省
は
７
月
１８
日
、
２５

年
産
の
水
田
に
お
け
る
主
食

用
米
・
戦
略
作
物
等
の
作
付

け
意
向
に
つ
い
て
、
都
道
府

県
別
の
第
３
回
中
間
的
取
り

組
み
状
況
（
２５
年
６
月
末
時

点
）
を
公
表
し
た
。

主
食
用
米
の
作
付
け
意
向

は
、
多
く
の
県
が
「
増
加
傾

向
」
と
な
っ
た
。

「
増
加
傾
向
」
が
増
え
た

要
因
と
し
て
、
主
食
用
米
が

従
来
の
需
要
量
よ
り
大
幅
に

少
な
く
、
小
売
価
格
が
高
騰

し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。

作
付
け
面
積
は
１
３
６
万

３
千
ha
で
、
玄
米
に
換
算
す

る
と
７
３
５
万
ｔ
と
な
り
、

前
年
よ
り
５６
万
ｔ
増
加
す
る

と
み
ら
れ
る
（
表
参
照
）
。

こ
れ
に
対
し
、
戦
略
作
物

の
う
ち
、
飼
料
用
米
は
前
年

実
績
よ
り
「
減
少
傾
向
」
と

な
る
県
が
大
半
を
占
め
る
こ

と
と
な
っ
た
。
合
計
の
作
付

け
面
積
が
４
・
９
万
ha
で
、

前
年
の
半
分
と
な
っ
て
い

る
。Ｗ

Ｃ
Ｓ
用
稲
（
稲
発
酵
粗

飼
料
用
稲
）
も
、
飼
料
用
米

ほ
ど
で
は
な
い
が
、
７
千
ha

減
少
す
る
見
込
み
。
令
和
に

な
っ
て
か
ら
初
め
て
の
減
少

と
な
る
。

飼
料
用
の
稲
が
減
少
す
る

こ
と
で
、
畜
産
業
界
に
か
な

り
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
８
月
１
日
、

２５
年
度
の
生
乳
・
牛
乳
乳
製

品
の
需
給
に
つ
い
て
、
３
回

目
の
見
通
し
を
発
表
し
た
。

全
国
の
生
乳
生
産
量
は
７

３
５
万
３
千
ｔ
（
前
年
比
０

・
７
％
減
）
で
、
前
回
の
見

通
し
（
５
月
）
か
ら
１
万
８

千
ｔ
上
方
修
正
し
た
。
こ
れ

は
、
北
海
道
が
２
年
連
続
の

増
産
と
な
る
こ
と
を
見
込
ん

で
い
る
。
し
か
し
、
猛
暑
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

一
方
、
牛
乳
等
（
注
）
生

産
量
は
、
牛
乳
が
３
０
４
万

０
千
㎘（
同
１
・
０
％
減
）、

加
工
乳
１３
万
９
千
㎘
（
同
５

・
７
％
減
）
、
は
っ
酵
乳
１

０
３
万
８
千
㎘
（
同
０
・
２

％
減
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る

（
表
）
。
牛
乳
は
、
前
回
よ

り
６
千
㎘
下
方
修
正
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
生
乳
取
引
価

格
改
定
と
な
る
８
月
以
降
は

需
要
が
さ
ら
に
減
少
す
る
と

見
通
し
た
。

脱
脂
粉
乳
の
需
給
見
通
し

は
、
生
産
量
が
１５
万
８
千
ｔ

（
同
２
・
１
％
増
）、
推
定
出

回
り
量
が
１２
万
９
千
ｔ
（
同

３４
・
３
％
減
）
で
、
期
末
在

庫
量
が
８
万
１
千
ｔ
（
同
５６

・
４
％
増
）
と
、
大
き
く
前

年
を
上
回
る
見
込
み
。

牛
乳
等
生
産
量
は
、
全
て

の
品
目
で
前
年
を
下
回
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
る
。
８
月

か
ら
の
価
格
改
定
か
ら
の
影

響
は
否
め
な
い
。
改
め
て
、

消
費
者
に
向
け
て
適
正
価
格

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
る
。

８
月
初
旬
の
ス
ー
パ
ー
で

の
小
売
価
格
を
見
る
と
、
先

月
よ
り
１０
〜
２０
円
／
ℓ
程
値

上
が
り
し
て
い
る
牛
乳
が
見

受
け
ら
れ
た
。

（
注
：
当
見
通
し
に
お
い
て

は
、
牛
乳
・
加
工
乳
・
成
分

調
整
牛
乳
・
乳
飲
料
の
４
品

合
計
を
「
牛
乳
類
」
と
し
、

「
牛
乳
類
」
に
は
っ
酵
乳
を

加
え
た
も
の
を
「
牛
乳
等
」

と
し
て
い
る
。
な
お
、
牛
乳

等
の
製
造
量≒

需
要
量
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
。
）

農
水
省
は
７
月
１８
日
、
２４

年
度
の「
チ
ー
ズ
の
需
給
表
」

を
公
表
し
た
。

生
産
量
は
、
国
内
産
ナ
チ

ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
は
４
万
５
千

ｔ
（
前
年
比
０
・
５
％
増
）

と
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
前

年
を
上
回
っ
た
。こ
の
う
ち
、

プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
原
料
用
は

同
２
・
６
％
減
、
プ
ロ
セ
ス

原
料
以
外
は
同
３
・
９
％
増

と
な
っ
た
。

総
消
費
量
は
同
３
・
５
％

増
と
、
５
年
振
り
の
増
加
と

な
っ
た
。
内
訳
は
、
ナ
チ
ュ

ラ
ル
チ
ー
ズ
消
費
量
が
同
４

・
８
％
増
、
プ
ロ
セ
ス
チ
ー

ズ
消
費
量
が
同
１
・
４
％
増
。

チ
ー
ズ
総
消
費
量
に
占
め

る
国
産
の
割
合
は
、
前
年
度

か
ら
０
・
５
㌽
減
の
１４
・
８

％
と
な
っ
た
。

ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
輸
入

総
量
は
、
２５
万
３
千
ｔ
（
同

４
・
０
％
増
）
と
、
５
年
振

り
の
増
加
と
な
っ
た
。

牛
乳
の
需
給
緩
和
対
策
と

し
て
、
国
産
チ
ー
ズ
の
消
費

拡
大
は
欠
か
せ
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
高
品

質
な
国
産
チ
ー
ズ
生
産
体
制

の
構
築
が
重
要
と
な
る
。

２５年５月
基本指針

現時点で
わかっている値

２４年６月末の民間在庫量 Ａ １５３ １５３

２４年産主食用米等生産量 Ｂ ６７９ ６７９

２４／２５年主食用米等供給量計 Ｃ＝Ａ＋Ｂ ８３２ ８３２

２４／２５年主食用米等需要量 Ｄ ６７４ ７１１

２５年６月末の民間在庫量 Ｅ＝Ｃ－Ｄ １５８ １５７

２５年５月
基本指針

現時点で
わかっている値

２５年６月末の民間在庫量 Ｅ １５８ １５７

２５年産主食用米等生産量 Ｆ ６８３ ７３５

２５／２６年主食用米等供給量計 Ｇ＝Ｅ＋Ｆ ８４１ ８９２

２５／２６年主食用米等需要量 Ｈ ６６３ 今後検証

２６年６月末の民間在庫量 Ｉ＝Ｇ－Ｈ １７８ 今後検証

主食用 飼料用 WCS用

２２年産 １２５．１ １４．２ ４．８

２３年産 １２４．２ １３．４ ５．３

２４年産 １２５．９ ９．９ ５．６

２５年産
（１月末時）１２８．２ ８．５ ５．７

２５年産
（４月末時）１３１．７ ６．７ ５．３

２５年産
（６月末時）１３６．３ ４．９ ５．０

対前年差 １０．４ ▲４．９ ▲０．７

（農水省の資料より）

２５年度牛乳等生産量の見通し
前年比（％）

９９．８

９８．９

９９．０

９４．３

９１．６

９７．８

９８．２

９９．８
（Ｊミルクの資料から）

生産量（千㎘）

３４０

２，７００

３，０４０

１３９

１９５

９８３

４，３５７

１，０３８

学 乳

学乳以外

小 計

加 工 乳

成分調整牛乳

乳 飲 料

計

は っ 酵 乳

牛乳

牛

乳

類

飼
料
価
格
指
数
１３５
超
が
３
年
以
上

生
乳
等
生
産
量
や
や
減

農
業（
畜
産
）物
価
指
数（
２０
年
を
基
準
）

Ｊ
ミ
ル
ク
生
乳
・
乳
製
品
の
需
給
見
通
し

主
食
用
米
需
要
量
が
３７
万
ｔ
上
振
れ

飼
料
用
米
が
半
減
に

チ
ー
ズ
消
費
量
５
年
振
り
増

２４
／
２５
年
産
需
給
見
通
し
公
表
見
送
り

２５
年
主
食
用
米
等
作
付
け
意
向

２４
年
度
チ
ー
ズ
の
需
給
表

２０２４／２５年の主食用米等の需給見通し （万ｔ）

２０２５／２６年の主食用米等の需給見通し （万ｔ）

農水省の資料を基に作成

水田の主な作付け状況 （万 ha）
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入
植
者
の
多
さ
な
ど
か

ら
、
青
森
県
十
和
田
市
、
福

か
わ
み
な
み

島
県
矢
吹
町
、
宮
崎
県
川
南

ち
ょ
う町

の
３
市
町
は
、
「
日
本
三

大
開
拓
地
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
こ
の
３
市
町
の
間
で
行

わ
れ
て
き
た
「
日
本
三
大
開

拓
地
小
学
生
交
流
事
業
」が
、

７
月
２９
日
〜
８
月
１
日
に
宮

崎
県
川
南
町
で
開
催
さ
れ

た
。◆

同
事
業
は
３
市
町
の
持

ち
回
り
で
毎
年
開
催
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
か
ら

小
学
生
が
参
加
し
て
開
拓
の

歴
史
の
学
習
や
自
然
・
ス
ポ

ー
ツ
体
験
、
文
化
施
設
の
見

学
を
通
じ
て
、
地
域
間
の
交

流
を
深
め
て
い
る
。
２０
年
度

以
降
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
事
業
を
中
止
し
て
い
た

が
、
昨
年
の
矢
吹
町
で
の
開

催
か
ら
再
開
し
た
。

◆
今
年
は
、
３
市
町
か
ら

計
４２
名
の
小
学
生
が
参
加
。

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
学

習
会
の
「
わ
が
ま
ち
紹
介
」

で
は
、
各
市
町
の
児
童
が
そ

れ
ぞ
れ
の
町
の
紹
介
を
行

い
、
理
解
を
深
め
合
っ
た
。

ま
た
、「
戦
後
開
拓
に
つ
い

て
の
講
話
」
で
は
、
川
南
町

在
住
の
元
教
師
で
、
地
域
の

か
ね
は
る

歴
史
に
詳
し
い
平
塚
金
治
氏

が
、
川
南
町
が
開
拓
地
と
な

っ
た
経
緯
や
そ
の
後
の
歴
史

に
つ
い
て
講
話
を
行
っ
た
。

◆
西
都
原
考
古
博
物
館
の

見
学
や
勾
玉
づ
く
り
の
体

験
、
高
千
穂
峡
・
天
岩
戸
神

社
の
見
学
な
ど
が
行
わ
れ
、

３
泊
４
日
の
交
流
を
無
事
に

終
え
た
。
参
加
児
童
は
お
互

い
の
発
表
な
ど
を
通
し
て
元

気
に
交
流
を
深
め
た
。

◆
「
日
本
三
大
開
拓
地
」

と
は
、
戦
前
か
ら
国
営
の
大

規
模
な
開
拓
地
と
し
て
開
墾

が
予
定
さ
れ
て
い
た
地
域
の

う
ち
、
戦
後
に
計
画
が
引
き

継
が
れ
開
拓
が
軌
道
に
乗
っ

た
５
０
０
町
歩
以
上
の
地
域

を
指
す
。戦
前
の
地
区
名
は
、

三
本
木
原
（
現
：
十
和
田

市
）、矢
吹
ヶ
原（
矢
吹
町
）、

川
南
原（
川
南
町
）だ
っ
た
。

戦
前
か
ら
予
定
地
に
な
っ

て
い
た
た
め
規
模
が
大
き

く
、
他
県
か
ら
の
入
植
者
も

多
い
こ
と
が
特
徴
。
今
年
の

開
催
地
の
川
南
町
は
現
在
も

町
の
４０
％
を
森
林
と
農
用
地

が
占
め
て
い
る
。

ゆ
う
き
青
森
農
協
は
７
月

１８
日
、
上
北
郡
七
戸
町
の
県

家
畜
市
場
で
、
第
１２
回
畜
産

共
進
会
を
開
催
し
た
。
今
年

も
肉
用
牛
の
部
と
乳
用
牛
の

部
（
未
経
産
牛
部
門
と
経
産

牛
部
門
）
の
３
部
門
で
審
査

が
行
わ
れ
た
。

肉
用
牛
の
部
に
は
黒
毛
和

種
若
雌
・
繁
殖
雌
２４
頭
、
乳

用
牛
の
部
に
は
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
種
未
経
産
牛
１９
頭
、
経
産

牛
１８
頭
、
合
計
６１
頭
が
出
品

さ
れ
、
体
型
や
発
育
状
況
な

ど
を
競
っ
た
。

審
査
の
結
果
、
肉
用
牛
の

部
で
は
古
内
忠
明
さ
ん
（
七

戸
町
）
の
出
品
牛
が
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
受
賞
。

乳
用
牛
の
部
は
、
未
経
産
牛

部
門
が
馬
場
新
音
さ
ん
（
三

沢
市
）
、
経
産
牛
部
門
は
㈱

サ
ウ
ザ
ン
ド
リ
ー
フ
（
三
沢

市
）
の
出
品
牛
が
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
。

古
内
さ
ん
と
馬
場
さ
ん
は

初
め
て
の
受
賞
。
㈱
サ
ウ
ザ

ン
ド
リ
ー
フ
は
４
度
目
の
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
受
賞

と
な
っ
た
。

（
公
財
）
日
本
乳
業
技
術

協
会
は
、
６
月
に
東
京
で
、

７
月
２
日
に
北
海
道（
札
幌
）

で
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
ン
ラ
イ
ン

と
現
地
で
「
２５
年
度
国
産
ナ

チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
高
付
加
価

値
化
推
進
チ
ー
ズ
工
房
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
開
催
し
た
。

「
国
産
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー

ズ
高
付
加
価
値
化
推
進
事
業

（
以
下
、
同
事
業
）
」
に
参

加
し
た
チ
ー
ズ
工
房
が
、
国

産
４
種
の
チ
ー
ズ
ス
タ
ー
タ

ー
（
ど
さ
ん
こ
株
３
種
、
と

ち
ぎ
株
１
種
）
を
使
っ
て
作

っ
た
チ
ー
ズ
の
感
想
や
課
題

に
つ
い
て
発
表
を
行
っ
た
。

ま
た
、
現
地
開
催
の
会
場
で

は
、
試
作
し
た
チ
ー
ズ
の
試

食
が
行
わ
れ
た
。

▽
消
費
者
型
官
能
評
価
で

高
評
価
が
多
い
、
ど
さ
ん
こ

株
「
Ｏ
Ｕ
Ｔ
０
０
１
０
」
に

つ
い
て
は
、
「
ミ
モ
レ
ッ
ト

チ
ー
ズ
で
は
、
対
照
区
と
比

べ
て
あ
っ
さ
り
し
て
お
り
、

旨
み
が
強
か
っ
た
」
な
ど
の

報
告
が
あ
っ
た
。

▽
ナ
ッ
ツ
風
味
が
香
る
チ

ー
ズ
が
で
き
る
と
の
報
告
が

多
い
ど
さ
ん
こ
株「
３３
―
５
」

は
熟
成
期
間
の
中
期
で
は
ナ

ッ
ツ
風
味
が
強
く
、
完
了
品

に
は
コ
ー
ヒ
ー
系
の
風
味
が

出
た
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。

▽
硬
質
系
チ
ー
ズ
へ
の
活

用
が
期
待
さ
れ
る
ど
さ
ん
こ

株
「
Ｐ
―
１７
」
は
、
複
数
の

工
房
で
チ
ー
ズ
に
バ
タ
ー
の

よ
う
な
風
味
が
現
れ
た
と
す

る
報
告
が
あ
っ
た
。

▽
地
場
産
漬
物
か
ら
生
ま

れ
た
活
き
た
薫
る
チ
ー
ズ
に

向
く
と
ち
ぎ
株
の
「
Ｏ
Ｙ
―

５７
」
は
、
入
れ
方
に
よ
り
チ

ー
ズ
の
テ
ク
ス
チ
ャ（
食
感
）

に
影
響
が
出
や
す
い
な
ど
の

報
告
が
あ
っ
た
。

な
お
、
同
事
業
は
、
チ
ー

ズ
製
造
に
か
か
る
生
乳
代
な

ど
の
補
助
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
同
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
「
２
０
２
５
年
度
の

参
加
案
内
」
の
下
の
「
製
造

計
画
書
提
出
は
こ
ち
ら
」
か

ら
、
申
し
込
み
が
で
き
る
。

宮
崎
県
児
湯
郡
高
鍋
町
は

県
中
央
部
の
海
沿
い
の
町
だ

う
し
ま
き

が
、
牛
牧
開
拓
は
町
の
西
部

の
高
台
に
あ
る
。

４７
年
に
海
外
か
ら
の
引
揚

者
や
復
員
軍
人
な
ど
３１
戸
が

入
植
し
た
。

こ
の
地
は
、
高
台
地
に
あ

り
、
大
部
分
が
開
畑
さ
れ
て

い
た
中
で
、
町
有
林
、
民
有

林
と
し
て
残
存
し
て
い
た
場

所
を
、
開
拓
適
地
と
し
て
買

収
し
た
。
１
戸
当
た
り
の
配

分
面
積
は
０
・
８
〜
１
ha
と

な
っ
て
い
た
。

当
初
は
夏
作
と
し
て
サ
ツ

マ
イ
モ
、
陸
稲
、
冬
作
と
し

て
麦
、
な
た
ね
を
作
付
け
し

て
い
た
が
、
収
益
の
向
上
を

図
る
た
め
、
５５
年
頃
か
ら
サ

ツ
マ
イ
モ
の
早
植
え
を
行
う

こ
と
で
次
第
に
夏
作
型
の
作

付
け
に
移
行
し
て
い
っ
た
。

ま
た
、
牛
牧
地
区
で
は
養

蚕
が
導
入
さ
れ
、
営
農
の
進

展
が
図
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
間
、
徐
々
に
で
は
あ

る
が
、
肥
育
牛
の
生
産
が
着

実
に
伸
び
て
い
っ
た
。
６６
年

に
生
産
体
系
が
確
立
さ
れ
た

開
拓
牛（
乳
用
種
去
勢
牛
）の

生
産
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。

宮
崎
県
乳
用
牛
肥
育
事
業

農
業
協
同
組
合
が
７２
年
に
設

立
さ
れ
、
１
県
１
単
協
の
広

域
専
門
組
織
と
し
て
新
た
な

船
出
と
な
っ
た
。

８０
年
に
「
開
拓
之
碑
」
が

入
植
者
ら
に
よ
っ
て
建
て
ら

れ
た
。
辛
い
時
で
も
皆
の
励

ま
し
合
い
で
、
未
来
あ
る
新

天
地
と
な
っ
た
こ
の
牛
牧
開

拓
を
讃
え
て
い
る
。

９０
年
代
に
な
る
と
、
交
雑

種
肥
育
牛
や
和
牛
の
生
産
も

伸
び
て
く
る
。

様
々
な
品
種
で
肉
牛
生
産

が
発
展
し
て
い
っ
た
が
、
２

０
１
０
年
、
宮
崎
県
で
１０
年

振
り
の
口
蹄
疫
が
発
生
し
て

し
ま
っ
た
。
消
毒
等
の
防
疫

体
制
を
執
っ
て
い
て
も
侵
入

さ
れ
、
宮
崎
県
内
で
約
３０
万

頭
の
牛
や
豚
等
が
殺
処
分
と

な
っ
た
。

高
鍋
町
の
開
拓
肉
牛
農
家

３
戸
の
３
５
８
８
頭
も
、
全

頭
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
牛
の
い
な
い
牛
舎
で
、

消
毒
作
業
を
毎
日
こ
な
す
の

は
、
当
事
者
以
外
に
は
到
底

わ
か
ら
な
い
苦
痛
で
あ
ろ

う
。し

か
し
、
３
農
家
は
決
し

て
諦
め
な
か
っ
た
。
共
に
励

ま
し
合
い
な
が
ら
、
着
実
に

復
活
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
っ

た
。
こ
れ
は
、
先
人
か
ら
の

開
拓
魂
を
受
け
継
い
で
き
た

証
だ
。

現
在
で
は
、
牛
舎
に
は
元

気
な
牛
達
の
姿
が
あ
る
。

写真提供：（公財）日本乳業技術協会

写真提供：川南町教育委員会

国
産
チ
ー
ズ
ス
タ
ー
タ
ー
の
現
状
を
報
告

日
本
三
大
開
拓
地
小
学
生
交
流
事
業
を
開
催

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

３
市
町
の
子
ど
も
た
ち
が
交
流

口蹄疫からの見事な復活
宮崎県高鍋町・牛牧開拓

未
経
産
牛
馬
場
新
音
氏

経
産
牛
サ
ウ
ザ
ン
ド
リ
ー
フ

Ｇチャン
ピ オ ン

乳用牛の部Ｇチャンピオン牛。上：未経産・下：経産

ゆ
う
き
青
森
農
協
畜
産
共
進
会



開 拓 情 報（5） 第808号 2025年（令和7年）8月15日（毎月１回１５日発行）

勝間田開拓茶農協（静岡県牧之原市）
は、７月１６～１８日に東京ビッグサイト
で開催された「ＣＡＦＥＲＥＳ ＪＡ
ＰＡＮ２０２５」に出展した。

同展示会は、カフェ、ベーカリー、
スイーツ業界に関わるあらゆる食材や
調理機器、サービスなどを提供する企
業が、世界中から出展する日本最大級

の展示会で、３日間で４万
４４２７名が来場した。同農協
は、牧之原市茶業振興協議
会のブースの一角で、オリ
ジナルブランドの香り緑茶
「花ここち」と「花つづみ」
の展示と試飲で、来場者に
アピールした。
香り緑茶は、見た目は普
通の緑茶だが、一般の緑茶

い ちょう

製造では行わない「萎凋」という、香
りを引き出す工程を加えている。茶葉
の水分を徐々に抜き、傷つけないよう
にゆっくり刺激を与えることで、茶葉
の中が活性化され、花のような香りを
引き出している。普通煎茶、深蒸し煎

茶に次ぐ、第三の煎茶として開発され
た。
記者も試飲させてもらったが、花の
ような良い香りがして、深い味わいの
煎茶だった。今後、新たな商品として、
盛り上がりが期待される。

農研機構は６月、「有機質資材
肥効見える化アプリ（畑・水田版）」
を開発し、ウェブサイトに公開し
た（図）。同アプリは、「有機質
資材の肥効見える化アプリ」（２１
年５月公開）のリニューアル版と
なっている。
今回のアプリでは、①水田版の
追加、②リン酸・カリ肥効予測機
能の追加、③計算に必要な資材特
性値の自動入力機能（手入力によ
る上書きも可能）の３点の機能が
拡張された。同機構は、生産者や
関係者がアプリを利用すること
で、家畜ふん堆肥や植物油かすなどの
有機質資材からの養分（窒素、リン酸、
カリ）供給量を見える化できるように
なり、適正な施肥計画や化学肥料使用
料の低減を図ることができる。
熊本県内のレタス栽培ほ場で実施し
た、減化学肥料栽培にアプリを用いた
実証試験では、化学肥料使用量を５４％
低減、施肥コストを２２％低減しながら
も、化学肥料区と同等の収量が得られ
た。また、東北・九州での有機水稲の
実証試験では、アプリの予測に基づく

施肥で有機質資材からの養分供給が改
善され、玄米収量が増加する結果とな
った。
同アプリは、「日本土壌インベント
リー土壌管理アプリ集」と検索するか、
ＱＲコードからアクセスすることで誰
でも利用できる。

おいしくて皮ごと食べられるシャイ
ンマスカットが好評だが、最近は皮ご
と食べられて、外観や食味がシャイン
とは異なる品種も求められている。
農研機構は、皮ごと食べられる果皮
の赤いブドウ新品種「サニーハート」
を育成した。食味が良好で噛み切りや
すい果肉を持つ育成系統「６２６―８４」に
シャインマスカットを交雑して選抜
し、２５年３月に品種登録された。
樹勢は、赤色品種の中で普及してい
る安芸クイーンより強く、育成地にお

ける開花期は巨峰と同時期。収穫期は
８月下旬から９月上旬で、両種より遅
い。果粒の外観は、果皮が安芸クイー
ンより濃厚に着色する赤～紫赤色で、
果粒側面から果頂部にかけて生じるく
ぼみがハート型を連想させる特徴的な
果形をしており、裂果の発生が少ない。
渋味が無いため皮ごと食べられ、果
汁濃度は約２０％と、安芸クイーンや巨

峰より高い。果肉はやや硬めで噛み切
りやすいため、食味良好。マスカット
香が混じるフローラルな香りで、従来
品種とは異なる独自の風味を持つ。
同機構によると、サニーハートは全
国のブドウ栽培地帯で栽培可能であ
り、主要品種とは外観と食味が異なる
ため、皮ごと食べられる新品種として
全国的な普及が期待されている。

ナガエツルノゲイトウ（以下、同草）
は南米原産の特定外来生物で、河川や
水路、水田などに侵入・定着している。
近年、東北以南の水稲作で問題になっ
ており、侵入した水田での早期防除と
分布拡大防止対策が求められている。
農研機構は、６月２４日に「水稲移植
栽培における除草剤体系処理によるナ
ガエツルノゲイトウ防除技術標準作業
手順書」を公開した。難防除外来雑草
である同草の防除のため、水稲移植栽
培を行う水田における防除技術の作業
手順を解説している。
同草は、２４年までに２６都府県で侵入
・定着が報告されている。環境適応力

・繁殖力・拡散力・再生力の高さから、
一度定着すると根絶が非常に難しい。
河川で大群落を形成するだけでなく、
農地周辺では水路やため池に繁茂し、
農業水利施設の機能を損なわせる。水
田に侵入すると、慣行の除草剤散布で
は防除が難しく、水稲と競合したり、
コンバインによる収穫作業を妨げる。
手順書では、同草が発生した千葉県
と神奈川県での試験結果を基に、主に
関東以西における、水稲移植栽培を行
う水田での防除技術の作業手順をまと
めている。
なお、水稲直播栽培では、使用可能
な除草剤が移植栽培とは異なるため、
同手順書は利用できない。
手順書は、ＵＲＬ（https : //sop.
naro.go.jp/document/detail/1
86）またはＱＲコードからアクセスし、
ログインまたは利用者登録を行うこと
で、誰でも閲覧することが出来る。

東京ビッグサイトに出展試飲でＰＲ東京ビッグサイトに出展試飲でＰＲ
勝間田開拓茶農協（静岡）勝間田開拓茶農協（静岡）

勝間田開拓茶農協のブース（左側）

「花ここち」と「花つづみ」

有機質資材の肥効見える化アプリ ナガエツルノゲイトウ防除マニュアル
新機能追加でリニューアル 水稲栽培の厄介者を撃退

アプリの出力画面（水田版の例）
農研機構の資料から

スマートフォン
をお持ちの方は
こちらから

スマートフォン
をお持ちの方は
こちらから

⬅ ⬅
ナガエツルノゲイトウの外観

写真は農研機構の同手順書から

ブドウ新品種「サニーハート」
皮ごと食べられる新需要に期待

「サニーハート」の果実
農研機構の資料から



開 拓 情 報2025年（令和7年）8月15日 第808号 （6）（毎月１回１５日発行）

牛の手術で最も多いのは、第四胃変
位の手術である。牛にとって身近な病
気のため、原因や予防策などを確認し
たい。
◇第四胃変位が起こる仕組み

よ ん ぺ ん

第四胃変位（以下、「四変」）とは、
牛の第四胃が正常な位置から動いてし
まう病気。胃の内容物の流れが阻害さ
れ、食欲不振や下痢などの症状が出る。
原因は主に以下の３つである。
①第四胃が動くスペースがある：腹
の中に大きなスペースが空くことが原

か か

因の１つであるため、分娩後に罹る牛
が多い。特に乾乳期によく食い込めな
かった牛は第一胃が小さい上に腹にス
ペースが空くため、一段と罹りやすく
なる。また、蹄病などで十分にエサを
食い込めず第一胃が小さくなっている
場合も、腹の中のスペースが大きいた
め罹りやすくなる。

し か ん

②第四胃の運動性低下と弛緩：第四
胃の運動にはカルシウムが関与してい
る。そのため、低カルシウム血症によ
り第四胃の運動性が低くなり、送り出
されるはずのガスや内容物が滞り、第
四胃の弛緩（のびること）が起こる。

③ガスの発生や蓄積：第四胃に十分
に消化されていないものや、特に濃厚
飼料が流れ込むことでガスが発生す
る。そのため、粗飼料と濃厚飼料のバ
ランスが悪かったり選び食いがあると
罹りやすい。足が痛くて起立や歩行が
困難な牛も、空腹を我慢して一気に固
め食いをすることが多いため、罹患し
やすい。また、分離しやすい混ぜエサ
も、選び食いしやすいので罹患に注意
が必要だ。
◇第四胃変位の予防には
四変を予防するには、「草をきちん
と食べさせる」ことが最も重要となる。
四変には子牛も成牛も罹るが、子牛の
頃から、「草を食べなければ美味しい
もの（配合飼料など）は食べられない」
と学習させ、草を食べてからでなけれ
ば配合飼料等は与えない、という順番
を必ず守ることが肝要となる。学習さ
せた後も、子牛も成牛も、きちんと草
を食い込んでいるか、盗食等をしてい
ないか、牛の様子をよく確認すること
が重要。
また、粗飼料摂取量不足は四変の最
大リスクであるため、牛が食べない場

合には、「なぜ食べないか」「原因は
何か」を分析し、改善することが重要。
摂取量が減る要因は、❶分娩前の過肥
❷高エネルギー・低繊維質飼料の多給
（ルーメンアシドーシスの誘発）❸粗
飼料の過細切❹急激な飼料変更❺低カ
ルシウム血症による消化管運動低下、
などがある。
これらの発生要因への対策として

は、分娩前後の飼料摂取量の確保・第
一胃の容積確保・日常の飼養管理で予
防可能な項目の実施（過肥管理、ルー
メンアシドーシス予防、カルシウムバ
ランスの調整、飼料の急変回避）・分
娩後のストレス低減や分娩環境の最適
化で間接的リスクを下げる、といった
取り組みが重要となる。

◇ポリアクリル酸ナトリウム水溶液
投与の試み
ＮＯＳＡＩ北海道道南南部家畜診療
所では、四変を発症した牛に、治療の
ために「ポリアクリル酸ナトリウム水
溶液（飼料添加物など幅広く使用され
ている化合物）」５００ｇを４０℃程度のお
湯１５Ｌと混ぜたものを、従来の保存的
治療法（高張食塩水の投与及び大量溶
液経口投与法）と併せて投与したとこ
ろ、診療費の減少や再発までの日数の
延長を確認した。
現在も、手術を望まない症例や手術
日を延期したい症例で、同水溶液を用
いた四変の治療法は継続している。ま
た、治療以外にも、四変を発病しそう
な牛に予防的に投与している。

農研機構は７月１８日、「北海道向け
フェストロリウム（ライグラス類とフ
ェスク類を掛け合わせた雑種）品種『ノ
ースフェスト』標準作業手順書」を公
開した。同品種の越冬性や収量性、飼
料品質などの品種特性や既存草地への
追播利用などを中心に栽培方法を解説
している。
◆ペレニアルライグラスは冬季の気

象条件が厳しい道東地域では栽培が難
しいため、越冬性に優れたノースフェ
スト（以下、同種）が育成された。同
種は初期成育も良好なことから、部分
的に草地を耕起して新たな牧草を播種
して草地の植生と生産性を回復させる
追播にも適した品種となっている。
◆牧草被度が２０％程度に減少した道
東（別海町）のチモシー草地に同種を
追播した場合、播種後２年目以降の１
番草・２番草で、既存のチモシーと合
わせた牧草被度が７０～８０％まで回復し
た（図）。２ヵ年合計乾物収量は無追

播に比べてそれぞれ１５％、１６％増加し、
生産性が回復する。また、飼料成分も
TDNなどが増加し、飼料品質が改善
される。
◆コスト試算では、別海町の既存チ
モシー草地に追播を行ったところ、T
DN１㎏当たりの生産費は、２年目以

降はＴＤＮ収量の増加に伴い、無追播
より低くなった。同手順書は、QRコー
ドから利用者登録（無料）またはログ
インをして誰でも利用できる。
なお、同手順書は北海道向けだが、
同種は北海道以外にも、東北地方や一
般地・西南暖地でも栽培が可能である。

近年の夏場の猛暑は異次元の暑さ
だ。このような条件の下では、飼料の
変敗が起こりやすいため、なるべくタ
ンク内の飼料の変敗による損失を減ら
すよう心がけたい。
☆エサの量をコントロール
なるべくタンクが定期的に空に近い
状態になるようにし、牛が食べる飼料
の量から逆算した飼料の発注ローテー
ションを組むことが効果的だ。タンク
内の飼料が減っていくペースと量を把
握することで、新しい飼料が届くまで
に空に近い状態に持って行く。
☆固まる前にハンマーで叩こう
タンクの中が空に近い状態になった
タイミングで、タンクを外側から叩き、
エサが固まることを防止する。
夏場は特に湿気が多く、飼料が固ま
りやすくなるが、「飼料のローテーシ
ョンでタンクが空に近い状態の時期に
なったら、固まる前にハンマーで叩こ
う」と意識し、なるべく変敗を防いで
飼料をムダなく牛に給与したい。

「草を食べてから配合飼料」を徹底
第四胃変位の予防と対策

タンクのエサの量を把握しよう
夏場の凝固・変敗防止を目指して

よく草を食い込む教育が徹底された牛たちの様子

北海道向けフェストロリウム
「ノースフェスト」手順書公開
植生悪化のチモシー草地で利用可能

スマートフォン
をお持ちの方は
こちらから

⬅
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農水省は７月２５日、畜産統計（２５年
２月１日現在）を公表した。それによ
ると、乳用牛・肉用牛ともに前年に引
き続き、飼養頭数、飼養戸数のいずれ
も減少している。
〈乳用牛〉
全国の飼養戸数は１万１３００戸で、前
年に比べ６００戸（５％）減少した（表１）。
飼養頭数は１２９万３０００頭で、２万頭
（１．５％）減少した。１戸当たり飼養頭
数は４．１頭（３．７％）増え、１１４．４頭とな
った。
飼養頭数の内訳をみると、経産牛は

８２万１００頭で６１００頭（０．７％）減少、未経
産牛は４７万２８００頭で１万３６００頭
（２．８％）減少した。
成畜（満２歳以上の牛及び２歳未満

のうち既に分娩経験のある牛）飼養頭
数規模別にみると、飼養戸数と飼養頭
数はいずれも「８０～９９頭」及び「２００頭
以上」の階層で増加したが、それ以外
の階層では減少した。規模別の構成比
は、「２００頭以上」の階層が飼養戸数で
は６．３％、飼養頭数では３２．９％を占めて
いる。
地域別にみると、飼養戸数は沖縄で
前年並みとなったが、それ以外の地域
では減少した。なお、地域別の割合は、
北海道が飼養戸数では４４．０％、飼養頭

数では６３．２％を占めている。
〈肉用牛〉
全国の飼養戸数は３万４０００戸で、前
年に比べ２５００戸（６．８％）減少した（表
２）。飼養頭数は２５９万５０００頭で、７万
７０００頭（２．９％）減少した。１戸当たり
飼養頭数は３．１頭（４．２％）増え、７６．３頭
となった。
飼養頭数の内訳をみると、肉用種は

１８５万１０００頭で４万６０００頭（２．４％）減少
し、乳用種は７４万３８００頭で３万１３００頭
（４．０％）減少した。肉用種のうち、子

取り用めす牛は６１万１４００頭で２万９０００
頭（４．５％）減少した。
乳用種のうちホルスタイン種他は１８
万４４００頭で２万３５００頭（１１．３％）減少
し、交雑種は５５万９４００頭で７８００頭
（１．４％）減少した。
総飼養頭数規模別にみると、飼養戸
数は「５００頭以上」の階層で増加したが、
それ以外の階層はすべて減少した。規
模別の構成比は、「５００頭以上」の階層
が飼養戸数では２．３％、飼養頭数では
４５．１％となっている。
地域別にみると、飼養戸数、飼養頭
数ともに、すべての地域で減少した。
なお、地域別の割合は、九州が飼養戸
数では４３．５％、飼養頭数では３６．９％で、
ともに最も高い割合を占めている。

（公財）日本食肉流通センターは６
月４日、「食肉業界の販売動向につい
て（２５年６月報告）」を公表した。
同センターは、直近の食肉の販売動
向について、食肉事業者の生の声を聞
き、その概要を年３回定期的に報告し
ている。今回は、２５年１月からゴール
デンウィーク（以下、ＧＷ）までの食
肉販売動向を中心に聞き取りを行った
結果を報告している。

【牛肉の販売動向】

和牛では、「比較的堅調な販売であ
った」という報告と、「動きが悪かっ
た」という報告に分かれた。その中で
も、「昨年末にひっ迫していたカタロ
ースの動きがなくなった」「ロイン系

の動きは相変わらず鈍く販売に苦労し
ている」「スネ、ブリスケ等の低価格
部位の動きは引き続き好調である」と
いう報告が多くあった。
消費者の節約志向を反映した商品・
価格の設定の意識から、「和牛経産牛
の飼い直しの引き合いが強くなってい
る」との報告が多く聞かれた。同様の
理由と輸入牛肉の代替として「乳廃牛
の牛正肉（ひき肉材）の引きが強く、
注文に応えきれない状況である」とい
う報告もあった。
また、輸入牛肉の相場高が続く中で、
乳去勢牛の出荷頭数減少、交雑牛の相
場高、和牛３等級の価格上昇などの状
況により、需要者の販売戦略から、乳
去勢牛から交雑牛へ、交雑牛から和牛

へのシフト、あるいはその逆のシフト
も起きている模様。
○食肉事業者の主な声
①ＧＷでは、和牛肉が飲食店向けで
動いたが、百貨店での動きが悪く、ウ
チモモ、ソトモモ、サーロインが余っ
た。サーロインは年末商品向けに凍結
に回すとともに、それでも余るものは
大幅な値引きをして売り切った。
②飼い直した和牛経産牛を求める注
文が多くなって相場が上がっており、
交雑牛より高い価格で購入して卸して
いる。飲食店では手頃な和牛メニュー
を維持するために欠かせないらしい。
③乳去勢牛の頭数が減少しているこ
とから交雑牛にシフトしている得意先
がある一方で、逆に交雑牛は相場高に
より販売力が低下しており、和牛に切
り替える量販店も出ている。

【和牛肉需要拡大対策】

農水省は、２４年度補正予算で予算額
１７０億円と規模の大きな和牛肉需要拡
大緊急対策事業を措置し、業界では和

牛の国内需要の停滞を改善するものと
期待されている。聞き取りをした業者
の中でも多くが事業を活用しており、
「和牛相場の下支えになっている」な
どの意見があった。
○食肉事業者の主な声
①農水省の和牛肉需要拡大対策によ
り得意先との商談が円滑に進み、新規
顧客も出てきている。和牛肉の需要が
拡大し、和牛枝肉相場の浮上効果があ
る。
②和牛肉需要拡大対策を活用してい
る。昨年まではリブロースの販売に苦
労したが、量販店との商談が進んで動
くようになった。サーロインも、関西
を中心とした外食チェーンからの大口
受注があり、和牛の余剰部位はなく、
不足状態である。
③和牛肉需要拡大対策のパーツ奨励
金を活用して和牛の動きがよくなって
いるが、仕入れ値も上昇している。フ
ルセットの奨励金にも取り組みたい
が、得意先からはフルセットは捌き切
れないと言われている。

政府は７月１１日、中国政府から「動
物の衛生及び検疫における協力に関す
る日本国政府と中華人民共和国政府と
の間の協定」（日中動物衛生検疫協定）
の効力発生のために必要とされる、中
国の国内手続きの完了についての通告
を受領した。これにより、同協定は同
日発効した。中国への日本産牛肉の輸
出は実現すれば２４年ぶりとなる。
同協定は、日本産牛肉の対中輸出再

開の前提となる。政府は、今回の発効
を踏まえ、輸出の早期再開に向けて、
中国政府と、関連の食品安全や放射性
物質検査を含めた協議を引き続き推進
していくとしている。
７月１５日の会見で小泉農水大臣は、
「実際の輸出再開までには中国側と協
議を行う必要があり、輸出再開の具体
的な時期については予断を持ってお答
えすることは難しい」と説明している。

農畜産業振興機構は８月７日、肉
用牛肥育経営安定交付金（牛マルキ
ン）の交付金単価（２５年６月分、確
定値）を公表した。
交雑種と乳用種で標準的販売価格
が標準的生産費を下回ったため、交
付が行われる。肉専用種は１６都道県

で発動した。交雑種は、２４年１０月分以
来、８ヵ月ぶりの発動となった。
交付金単価（１頭当たり）は、交雑
種が６８６６．１円（確定値）、乳用種が２
万７２６４．６円（前月は２万９５４９．７円、いず
れも確定値）となっている。
前月分と比べ、交雑種は素畜費の増
加に対し販売価格が減少したため発
動、乳用種は販売価格が増加したため
交付金は減額となった。

表１ 乳用牛の飼養戸数・頭数（全国）

区 分 飼養戸数

飼 養 頭 数
１戸当たり
飼 養 頭 数計

経 産 牛
未経産牛

小 計 搾乳牛 乾乳牛

戸 千頭 千頭 千頭 千頭 千頭 頭

実 数

２４年 １１，９００ １，３１３．０ ８２６．２ ７０４．８ １２１．４ ４８６．４ １１０．３

２５ １１，３００ １，２９３．０ ８２０．１ ６９６．７ １２３．４ ４７２．８ １１４．４

対前年比（％）

２５／２４ ９５．０ ９８．５ ９９．３ ９８．９ １０１．６ ９７．２ １０３．７
ともに農水省の資料から

表２ 肉用牛の飼養戸数・頭数（全国）

区 分 飼養戸数

飼 養 頭 数
１戸当たり
飼 養 頭 数計 肉用種

乳 用 種

子取り用めす牛 肥育用牛 小 計 ホルスタイン種他 交雑種

戸 千頭 千頭 千頭 千頭 千頭 千頭 千頭 頭

実 数

２４年 ３６，５０ ２，６７２．０ １，８９７．０ ６４０．４ ８４１．６ ７７５．１ ２０７．９ ５６７．２ ７３．２

２５ ３４，００ ２，５９５．０ １，８５１．０ ６１１．４ ８３３．６ ７４３．８ １８４．４ ５５９．４ ７６．３

対前年比（％）

２５／２４ ９３．２ ９７．ｌ ９７．６ ９５．５ ９９．０ ９６．０ ８８．７ ９８．６ １０４．２
注 : 数値については、表示単位未満を四捨五入したため、合計値と内訳の計が一致しない場合がある。

乳牛、肉牛の飼養戸数・頭数ともに減少続く
２５年畜産統計 農水省

節約志向から低価格部位の動きが好調節約志向から低価格部位の動きが好調
食肉業界の販売動向 日本食肉流通センター

中国への日本産牛肉輸出再開へ
新たな市場開拓に期待

交雑種８ヵ月ぶり発動
牛マルキン６月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

素牛素牛
スモールスモール

（一社）日本乳業協会は７月２４～２７
日、六本木ヒルズカフェにおいて、ポ
ップアップイベント「夏のヨーグルト
LAB」を開催した。同協会が１月から
実施している脱脂粉乳の需要喚起を目
指すプロジェクトの一環で、脱脂粉乳
を多く使用するヨーグルトの「水分保

持」機能に着目した「夏の猛暑に、ヨ
ーグルト。」プロジェクトの第一弾。
監修を務めた医師の谷口英喜氏によ
ると、ヨーグルトを摂ると、血管中の
水分を保持する「アルブミン」という
タンパク質の合成が促進される。アル
ブミンが増えることで血管内に水分を
多く蓄えることができ、熱中症や脱水
症の予防に効果があるという。「１日２
回（計２００ｇ程度）、朝・夜に分けてヨー
グルトを食べて水分保持を」と呼びか
けている。
初日にはキックオフイベントも開

催。会場で配られるヨーグルトの紹介

が行われた。
ポップアップイベントの会場では、
４種類のヨーグルトの試食が行えるほ

か、ヨーグルトが猛暑対策として効果
的な理由を学べるクイズも出題され、
会場は約１万人の来場者で賑った。

Ｆ₁・乳用種は強
もちあいでの動
きが続くか

猛暑と物価高が続き、なかなか牛肉
の消費が伸びない。Ｆ₁は和牛の代替需
要で、乳用種は輸入の代替もあり、そ
れぞれ強もちあいが続きそう。
【乳去勢】７月の東京食肉市場の乳

牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、１２２４円（前年同月比１２０％）と
なり、前月より２３円上がった。
８月に入っても上場頭数は伸びず、
相場も１２００円前後の動きとなってい
る。もちあいでの推移か。
【Ｆ₁去勢】７月の東京食肉市場の交
雑種去勢の税込み枝肉平均単価は、Ｂ
３が１６０９円（同１０３％）、Ｂ２が１４４９円
（同１０７％）だった。前月に比べ、Ｂ３
が６４円増、Ｂ２も２６円増と、強含みで
の推移となった。

８月に入ると、出荷頭数は前年並み
で、Ｂ３で１６００円台での推移で強もち
あいの展開となっている。
【和去勢】７月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
２１５５円（同１０９％）、Ａ３が２００２円（同
１１０％）だった。前月に比べ、Ａ４が５４
円上がり、Ａ３も２２円上がった。
８月に入ると、Ａ４で２１００円台での
推移となっており、頭数は減少する見
込みだがもちあいで、秋口までは大き
な動きはなさそう。
【出荷頭数】８月の出荷頭数は、和
牛３万７１００頭（同９６％）、交雑種１万
９３００頭（同１０１％）、乳用種２万２０００頭
（同９０％）と、和牛・乳用種はやや減
少する見込み。
【輸入量】農畜産業振興機構は８月
の冷蔵・冷凍品の輸入量を総量で４万
２８００ｔ（同８８％）と予測。内訳は、冷

蔵品１万５３００ｔ（同９６％）、冷凍品が
２万７５００ｔ（同８４％）。ほとんどの輸
入先で、前年を下回ると予測される。
向こう１ヵ月の東京食肉市場の税込
み枝肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が１１５０
～１２５０円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１６５０～１７５０
円、同Ｂ３が１５５０～１６５０円、同Ｂ２が
１４５０～１５５０円、和牛去勢Ａ４が２１００～
２２００円、同Ａ３が１９５０～２０５０円での推
移か。

出荷頭数増も、
猛暑が続き大幅
な下げはない

７月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物８６６円（前年同月比
１０４％）、中物は８３６円（同１０４％）とな
った。前月に比べ上物が７１円、中物も
６７円の上昇となった。前年より９００円台
の日数が増えることとなった。
８月に入ると、上物で７００円台から

６００円台へと下がる動きとなってきた。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、８月は１２９万頭（前年同月比１０６％）

と、頭数が少なかっ
た昨年より増える予
測となっている。し
かし、記録的な猛暑
が続いており、出荷
頭数が予測より減少
する可能性もあり、
品薄感は残りそう。
農畜産業振興機構
の需給予測による
と、８月の冷蔵・冷
凍品の輸入量は総量
で８万５００ｔ（同
９６％）と、前年より

減少する見込み。内訳は、冷蔵品３万
３７００ｔ（同１２１％）、冷凍品５万４４００ｔ
（同９３％）。冷凍品は、国内の輸入品
在庫が多いことなどにより減少が見込
まれる。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、昨年ほどの高値は期
待できないが、上物が６５０～７５０円、中
物が６００～７００円と、大幅な下落はない
と見込まれる。

スモール頭数が
増加に転じて、
相場も下降傾向

【スモール】７月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が８万３０８６円（前年同
月比１０８％）、Ｆ₁（雄雌含む）は２４万１４３０
円（同１４２％）と、前月に比べ、乳雄は
３万５９８８円減、Ｆ₁は２万１０７５円減と、
ともに下降した。
乳雄・Ｆ₁ともに、これまで相場は続
伸していたが、頭数が増加に向かいだ
したことで、下降傾向になってきた。
これまで高騰していたため、ある程
度下がるが、極端に増頭するわけでは
ないので、昨年末のような低価格にな
るとは考えにくい。

【乳素牛】７月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２１万９５５３円（同１０９％）、Ｆ₁去勢は４２万
４０２５円（同１２９％）だった。前月に比べ
乳去勢は２万１７９１円増、Ｆ₁去勢も１万
７５６４円上がった。
乳去勢・Ｆ₁去勢ともに、７月は前月
より頭数は減少しているが、スモール
同様、あと数ヵ月で頭数増となる。
【和子牛】７月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
７０万１６１８円（同１２４％）で、前月より３３４９
円上がった。
７月の上場頭数は、前月とさほど変
わらず、今後も頭数はやや減少傾向だ
が、枝肉価格の伸び悩みで、相場は弱
もちあいの展開か。

７月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ５４４ ６３６ ３１５ ３１８ ２２３，４８８ １９８，４０５ ７０９ ６２４
Ｆ１去 １，９８５ ２，１２１ ３３９ ３４２ ４２９，８７１ ４０２，５９９ １，２６８ １，１７７
和去 ３，３２８ ２，４４６ ３４４ ３４３ ７７９，５２８ ７５２，０２８ ２，２６６ ２，１９３

東 北
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ５ ３ ３２０ ２３７ ３４０，５６０ １８３，３３３ １，０６４ ７７２
和去 ２，５２９ ２，６１８ ３２８ ３３５ ６４５，１７７ ６３８，８７５ １，９６４ １，９０９

関 東
乳去 ２ ３ ２３０ ２７８ １３３，６５０ １０４，８６７ ５８１ ３７７
Ｆ１去 １２４ １４９ ３５９ ３５５ ４０６，５５６ ３９８，０７５ １，１３３ １，１２０
和去 ７４０ １，０５３ ３３４ ３４０ ７１２，８６７ ７２９，９６０ ２，１３５ ２，１４６

北 陸
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ２ ― ３０７ ― ３２３，９５０ ― １，０５５ ―
和去 ５３ １６６ ２９３ ３１８ ６０７，８４３ ６３２，０９６ ２，０７５ １，９８９

東 海
乳去 １ ― １４４ ― ６９，３００ ― ４８１ ―
Ｆ１去 ６０ ６８ ３４３ ３３８ ４００，４７３ ３９６，２４２ １，１６７ １，１７１
和去 ３９９ １９６ ２９１ ２７７ ６８８，１１８ ７０７，７３２ ２，３６３ ２，５５１

近 畿
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 １ ― ２０５ ― ２３５，４００ ― １，１４８ ―
和去 ３６８ ３６２ ２６４ ２７１ ９７６，２９２ ９７０，１１５ ３，６９６ ３，５７９

中 四 国
乳去 ４０ ４９ ２９３ ３０４ １７６，０５５ １９６，１３７ ６００ ６４５
Ｆ１去 ３２４ ２６４ ３４１ ３３７ ４１４，２０８ ４２２，４０４ １，２１３ １，２５３
和去 ７９８ ８２４ ３１９ ３１７ ６５６，４２３ ６４５，９１１ ２，０５９ ２，０３８

九州・沖縄
乳去 ３ １ ３０９ ２８７ １９３，２３３ １４７，４００ ６２５ ５１４
Ｆ１去 ２４０ ３１５ ３３７ ３３６ ４０３，１１３ ４２７，３９７ １，１９６ １，２７４
和去 ７，２９４ ８，２３０ ３０６ ３１３ ６７７，４８８ ６９１，５２５ ２，２１３ ２，２０８

全 国
乳去 ５９０ ６８９ ３１３ ３１６ ２１９，５５３ １９７，７６２ ７０１ ６２６
Ｆ１去 ２，７４１ ２，９２０ ３４０ ３４１ ４２４，０２５ ４０６，４６１ １，２４７ １，１９２
和去 １５，４９９ １５，８９５ ３１９ ３２２ ７０１，６１８ ６９８，２６９ ２，１９９ ２，１６９

注 : （独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。
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「夏の猛暑に、ヨーグルト。」
�水分保持�で熱中症予防

左：ポップアップイベント会場外観、右：親子連れなどで賑う会場内の様子

配布された「むぎちょこ」・「マシュマロ＋
いちごジャム」など４種のヨーグルト
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畜産物需給見通し


